
福祉用具勉強会

直方市役所 健康長寿課 介護サービス係

延原直 ・ 延原真 ・ 福永

令和7年1月23日（木）
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令和6年度



自己紹介

グループで自己紹介

(氏名・事業所名・今はまっていること)

役割決め

☆ 司会

☆ 書記

☆ 発表

☆ タイムキーパー



いまさら聞けない あんなこと こんなこと お互いに期待すること

グループワーク



CSって知ってる？

1000円
お弁当

1000円
お弁当



福祉用具専門相談員

•介護福祉士等の国家資格を所持

•福祉用具専門相談員指定講習の修了者

平成25年度実施
「福祉用具専門相談員の質の向上に向けた調査研究事業」
（老健事業）

平成27年度 大幅な見直しが実施
自立支援に資する福祉用具の利用を図る観点から、
講習時間の拡充

40時間→50時間
学習内容の修得度を確認するための修了評価を位置付ける等

約8割

今後→見直し検討
令和３年度介護報酬改定に関する審議報告、
介護保険制度における福祉用具貸与・販売種目のあり方検討会



出所）厚生労働省第115回介護給付費分科会「福祉用具の報酬・基準について（案）」（平成26年11月19日）





平成27年以降の介護保険制度の
改正等を踏まえた対応



社会環境の変化等、検討課題は以下の
通り



本事業の見直しにあたっての方針
（検討委員会での主なご意見）

• カリキュラムの見直しにおいて、専門職の範疇で読み込める内容に留め
るのか、それを超えて新しい内容を付加するのかが検討の条件になる。

• 指定講習の受講者は全くこの分野をしらない方が多い。わずか50時間程
度の研修で福祉用具専門相談員としての最終形までもっていくというの
は現実的ではない。

• 指定基準に書かれているようなプロセスをどのように新任に教えるか、
その先は社員教育の中でどれだけ補完していくかだと思う。指定基準の
中でモニタリングやPDCAの評価などを福祉用具専門相談員としてどのよ
うに進めていくのかというところを丁寧に説明し、そこから先は社員教
育の中でどうしていくのかを整理した方が良いのではないか。

• 福祉用具専門相談員指定講習は、初めて業務に就く人、あるいは他業種
の人や学生らが受講することも考えて、ファーストステップという位置
づけとする。業務に就いた後に「自己研鑽の努力義務」があることなど、
福祉用具専門相談員の役割を知ってもらうことが基本と考える。





福祉用具プランナー

福祉用具専門相談員
福祉用具関連業務に

2年以上の
実務経験が必要



自立支援に向けた
ケアプランとは？

自立→自分でできる
自分以外のものの助けなしで、または支配を受けずに、自分の力で
物事をやっていくこと。

「他の援助を受けずに自分の力で身をたてること」

自律→自分で決める
自分で立てた規範に従って、自分の事は自分でやっていくこと。
「自己決定に基づいて主体的な生活を営むこと」「障害をもってい
てもその能力を活用して社会活動に参加すること」

厚生労働省→自立の概念



問）どうすれば自立（自律）できる？

自立支援に向けた
ケアプランとは？

ＡＩの回答

自立するために必要な力とは・・・

★自分のルールを形成するための「想像力」や「人生で大切にして

いること」の把握

★自分で考える「思考力」や「規範（律する力）」

★自分の決断や目標を意識すること

★一人で行動してみる、趣味を持つなど、自分でできることを

増やすこと。



自己点検シート

心疾患 Ⅰ期 Ⅱ期

脳血管疾患 Ⅰ期 Ⅱ期

大腿骨頸部骨折 Ⅰ期 Ⅱ期

認知症

誤嚥性肺炎の予防
疾患別ケア

手引き 解説



（想定される支援内容）

35.喜びや楽しみ、強味を引き出し高める支援

関連するアセスメント項目

⚫本人のストレングス

⚫本人の趣味・嗜好

⚫本人・家族等が望む生活・暮らし

（１日／１週間の過ごし方、月単位・年単位のイベント）

⚫望む生活・暮らしにおいて本人が希望する活動（現在できること、

現在できないが実現したいこと、がまん・あきらめの有無、内容など）

⚫望む生活と生活制限との間で本人・家族等が感じているジレンマ

⚫本人が喜びや楽しみを感じる状況や状態

⚫本人が強みを発揮できる状況や状態

⚫本人の残存能力とリハビリテーションによる回復の予測

⚫役割を実現するために必要な環境支援

⚫コミュニケーション能力回復のために必要な支援

⚫本人の役割の実現を支えているインフォーマルサポート

何を確認するの？



（想定される支援内容）

35.喜びや楽しみ、強味を引き出し高める支援

相談すべき専門職

医師、看護師、薬剤師、PT/OT/ST、社会福祉士・MSW、介護職等

ケアマネジャー

医師

社会福祉士

ヘルパー

リハビリ専門職

薬剤師

デイ職員
看護師

MSW

福祉用具専門
相談員

一人じゃないよ‼



福祉用具サービス計画作成
ガイドライン



自立支援に資する福祉用具サービスのあり方

•利用者がどのような自立した生活を実現したい
のか踏まえて、利用者が福祉用具を活用した生
活をイメージし、利用目標として掲げることを
支援する。

•利用者の心身機能をできる限り活用しながら利
用目標を達成できるよう、その有する能力に応
じた福祉用具を選定し、福祉用具の利用を支援
する。

•利用目標の設定やその検証を利用者とともに行
うことを通じて、利用者が目標設定に向かって
意欲的に取り組めるように支援する。



福祉用具の利用目標について

目指す生活 → 具体化

生活課題（ニーズ）→ 解決方法検討

利用する福祉用具 → 明確

目標達成の期間

明確に定められていないがケアマネジャーが作成するケアプラン
との連続性の観点から、ケアプラン第2表の短期目標の期間に相
当すると考えられる



福祉用具の選定と選定理由の明確化

【選定理由の考え方】
利用者の状態像（心身の状態、ADL、介護環境、住環境等）や
利用目標を踏まえ、その機種（型式）を選定した理由を指す

・利用目標を達成するために、選定した機種（型式）の機能や特性が妥当か
・状態像等や希望に照らして、選定した機種（型式）の機能や特性が妥当か

【選定理由の記載方法】
・利用者や家族が内容を理解できるよう、分かりやすく平易な言葉で、
具体的な内容を記載する
・介護保険の給付対象外の物も併せて選定する場合、同様に記載することで
全体像が分かりやすくなる

目標達成に有効な福祉用具の具体的な機種を選定

サービス計画に機種（型式）の名称と単位数記載



留意事項の考え方

「解釈通知」
福祉用具専門相談員は、福祉用具貸与計画には、福祉用具の利用目標、
具体的な福祉用具の機種、当該機種を選定した理由等を記載すること。
その他、関係者間で共有すべき情報（福祉用具使用時の注意事項等）が
ある場合には、留意事項に記載すること

「留意事項」
福祉用具の利用が適切に行われるよう、利用者や家族、関係者間で
共有すべき情報を記載すること



【例】

《視点》

・できるだけ有する能力を維持し、これまでの生活環境を維持する観点から、

車いすから椅子への移乗の方法について利用者や家族に対して助言しているか。

・日々の体調の変化がある場合は、移乗の際に気をつける点について助言しているか。

このような視点を踏まえ、適切な移乗の方法等を助言することによって、
車いすを多用することで生じる立ち上がりや座位能力の衰えや、生活が
単調化するリスクの軽減等に繋がる

利用目標：車いすで移動し、食堂で家族と一緒に食事ができるようになる。

状態像：歩行は困難だが、車いすから立ち上がる能力や椅子に座る能力が

ある方。



福祉用具サービス計画の基本的な手順と
サービス担当者会議の位置づけ

ケアマネジャーがケアプランを作成するために、
サービスの提供を予定している多職種を集めて
行う会議

会議を通じて、
利用者の心身の状況
置かれている環境
他の保健医療
福祉サービスの利用状況等を
把握しなければならない。

福祉用具専門相談員は、



ふくせん（基本情報）記入例

利用目標、選定に必要な利用
者の情報をこちら(基本情報)に
記載する

西暦でも元号でも記載は自由



ふくせん（基本情報）記入例
該当するものを☑または■に塗りつぶす

気付いたADLの情報、例えば日によって、
時間によって、できることできない等

家族に限らず主に福祉用具を使う
可能性のある人（ヘルパーも含む）

現在利用しているもの

服薬状況など



ふくせん（基本情報）記入例

ケアプランを転記

必要に応じて記載



ふくせん（利用計画）記入例

西暦でも元号でも記載は自由

福祉用具の利用に関して、目的、理由、
留意点を記載した利用計画書になるもの

ケアプランの目標に則って、福祉用具としての利用目標を記載。
期間は適宜必要に応じて



ふくせん（利用計画）記入例

利用目標を達成するために具体的な機種を選定する。
その選定理由を記載する。



ふくせん（利用計画）記入例
レンタルサービスとして
本来行われるもの

特に留意点が必要な項目に
☑または■に塗りつぶす

ご利用者・ご家族が読んでわかるように略語は使わない

≪記載例≫

・操作説明はご家族だけでなく、普段使われるヘルパーさんに
ご理解いただけるようにする

・ベッド柵は、ご本人が退院した時点で改めて検討する

各法人・各事業所において本様式に加筆修正して使用する場合は、
全国福祉用具専門相談員標準様式の文字は削除して使用」

全国福祉用具専門相談員協会標準様式(21.0版)



ふくせん（ 一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会）



ふくせん（ 一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会）



福祉用具選定支援書

発行日 平成23 年3 月
発行者 財団法人テクノエイド協会

（291ページ）





介護保険における福祉用具の選定の判断基準
（R6.7月）



事例について考えてみよう！



事例について考えてみよう！



事例について考えてみよう！



事例について考えてみよう！

再骨折の予防・栄養指導を受けて内容を記載
例えば・・・
牛乳 200ml
おやつ小魚（20ｇ入り）1パック
カルシウムたまごボーロ（18ｇ入り）1パック 等

（無理なくできることから 具体的に）



福祉用具個別援助計画書を記載してみよう！

グループワーク



赤枠の中だけ記載してみてね。

ケアマネジャーは、
お手伝いをしてください。



住宅改修等の点検および福祉用具購入・
貸与調査の取組促進に向けた手引き



確認のタイミング

1.事前相談
2.支給申請





確認のタイミング

1.事前相談
2.支給後の確認



書類による調査のポイント

















ベッドレンタルについて

家具調ベッドのレンタル

手すりが必要 レンタル

↓
家具調ベッド レンタル

家具調ベッド必要 レンタル

↓
手すり レンタル



福祉用具記載について（変更）

令和7年4月から



福祉用具記載について（変更）



手すり貸与でまとめず
全て記載ですね

TAISコード

用具名称（機種名）



最後に
https://ttzk.graffer.jp/city-nogata/smart-apply/surveys-

alias/R6youguzyuukaizigo

https://ttzk.graffer.jp/city-
nogata/smart-apply/surveys-
alias/R6youguzyuukaizigo

アンケートの
お願い


